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　平成24年８月７日から10日までの３泊４日の日程で、浦添 
市中学生平和交流団10人（中学生８人・教諭１人・引率１人） 
が被爆地長崎市を訪問しました。 

　
浦
添
市
で
は
、
昭
和
61
年
に

「
平
和
都
市
宣
言
」
、
平
成
８
年
に

「
核
兵
器
廃
絶
宣
言
」を
制
定
し
、

平
和
に
対
す
る
意
識
を
更
に
高
め

る
た
め
、
平
成
８
年
度
か
ら
中
学

生
平
和
交
流
団
を
県
外
へ
派
遣
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
で
17
回
目
と

な
る
こ
の
事
業
は
、
平
和
学
習
を

通
し
て
、
未
来
を
担
う
中
学
生
が

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を

学
び
、
次
世
代
へ
と
伝
え
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
長
崎
市
で
は
「
長
崎
原
爆
資
料

館
」
や
「
永
井
隆
記
念
館
」
な
ど
を

見
学
し
「
被
爆
67
周
年
長
崎
原
爆

犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
」
へ

参
列
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
青
少
年

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
し
、

原
爆
の
実
相
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

戦
争
の
な
い
社
会
を
ど
の
よ
う
に

実
現
し
て
い
く
か
を
意
見
交
換
し

ま
し
た
。 

 
　
事
前
研
修 

【
浦
添
・
沖
縄
戦
を
知
る
】 

 

　
交
流
団
は
、
長
崎
で
の
本
研
修

に
備
え
、
３
回
に
わ
た
っ
て
事
前

研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

　
第
１
回
事
前
研
修
で
は
、
嘉
数

高
地
や
チ
ヂ
フ
チ
ャ
ー
ガ
マ
、
前

田
高
地
と
い
っ
た
戦
跡
を
巡
り
ま

し
た
。
戦
時
中
、
日
本
軍
司
令
部

は
首
里
に
あ
り
、
そ
こ
へ
向
か
う

米
軍
を
阻
止
し
よ
う
と
日
本
軍
は

激
し
く
抵
抗
し
た
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
ま
た
、
浦
添
に
は
数
多
く

の
日
本
軍
陣
地
が
あ
っ
た
た
め
、

激
し
い
戦
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

住
民
の
40
％
以
上
が
戦
闘
に
巻
き

込
ま
れ
、
尊
い
命
を
失
っ
た
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。 

　
第
２
回
事
前
研
修
で
は
、
沖
縄

戦
の
終
結
ま
で
を
学
ぶ
た
め
に

「
首
里
司
令
部
壕
」
や
「
轟
の
壕

(

ト
ゥ
ド
ゥ
ル
チ
ガ
マ
）
」
な
ど
の

南
部
戦
跡
を
巡
り
、「
沖
縄
県
平
和

祈
念
資
料
館
」「
平
和
の
礎
」「
ひ
め

ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館
」
を
見
学

し
ま
し
た
。
轟
の
壕
で
は
、
当
時

の
住
民
の
様
子
を
知
る
た
め
に
、

実
際
に
壕
の
中
に
入
り
ま
し
た
。 

　
壕
の
中
は
昼
間
で
も
懐
中
電
灯

が
必
要
な
ほ
ど
真
っ
暗
で
し
た
。

交
流
団
は
、
壕
で
生
活
す
る
当
時

の
過
酷
さ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

　
宮
崎
県
日
向
市
と
の
交
流
会 

 

　
沖
縄
戦
の
際
に
浦
添
国
民
学
校

（
現
在
の
浦
添
小
学
校
）
は
宮
崎

県
の
日
向
市
へ
疎
開
し
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

今
回
、
日
向
市
中
学
生
平
和
交
流

団
が
来
市
し
、
８
月
22
日
に
交
流

会
を
行
い
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
、

浦
添
市
か
ら
日
向
市
へ
疎
開
さ
れ

た
方
の
講
話
を
聴
い
た
り
、
両
交

流
団
で
平
和
宣
言
文
を
作
成
し
た

り
し
ま
し
た
。 

 

　
青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 

　
８
月
８
日
、
９
日
に
は
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
小
中
学
生
や
高
校

生
ら
と
被
爆
の
実
相
を
学
び
「
平

和
の
尊
さ
」
に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
積
極
的
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、「
平
和
な
世
界
を
つ
く

っ
て
い
く
た
め
に
で
き
る
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
平
和
宣
言
文
を
作
成

し
ま
し
た
。 

 

　
平
和
祈
念
式
典 

 

　
被
爆
67
周
年
と
な
っ
た
今
回
の

式
典
で
は
、
国
内
外
か
ら
多
く
の

方
が
参
列
し
、
核
兵
器
廃
絶
、
恒

久
平
和
を
願
う
と
と
も
に
、
原
爆

の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
冥
福

を
祈
り
ま
し
た
。 

        

　
恵
み
の
丘
長
崎
原
爆
ホ
ー
ム 

 

○
被
爆
体
験
講
話 

　
原
爆
を
体
験
さ
れ
た
方
々
が
入

所
す
る
ホ
ー
ム
を
訪
れ
、
延
田
シ

ズ
エ
さ
ん
か
ら
被
爆
体
験
を
聴
き

ま
し
た
。
27
歳
の
時
に
被
爆
し
た

延
田
さ
ん
は
、
当
時
の
悲
惨
な
状

況
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
被
爆

体
験
者
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と

で
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
よ
り
深

く
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

       

○
交
流
会 

　
講
話
後
に
行
わ
れ
た
交
流
会
で

は
、
交
流
団
が
エ
イ
サ
ー
を
披
露

し
ま
し
た
。
入
所
者
の
方
々
は
大

変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

        

　
事
後
研
修 

 

　
浦
添
・
沖
縄
戦
を
学
ん
だ
事
前

研
修
や
長
崎
で
の
本
研
修
を
振
り

返
り
、
学
習
の
成
果
を
市
長
に
報
告

し
、
壁
新
聞
を
作
成
し
ま
し
た
。 

　今回長崎へ行き、原爆
の被害、恐ろしさを今ま
で以上に感じることがで
きました。被爆者の話を
聞き、戦争の悲しみ、憎
しみを深く考える機会と
なりました。 
　原爆は、たくさんの人の命を奪い、生
き残った人も後遺症が残るなどして、今
でも人を苦しませているので、二度と使
用してはいけないと思いました。　　　

　　　　　　　浦添中学校　河野　文暢 

　今回の研修で、原爆や
戦争の恐ろしさ、愚かさ
など、改めて知ることが
できました。戦争体験者
が悲しく辛い過去を話し、
平和への願いを涙ながら
に語ってくれたので、私たちはその願い
を受け止め、次へと語り継ごうと思いま
す。もう二度と同じ過ちを繰り返さない
ように伝えていきたいと思います。 　
　 

　　　　　　　神森中学校　比嘉　朱維 

　僕は、原爆で多くの人
が亡くなったことは知っ
ていましたが、今までは
そこまで深く考えていま
せんでした。　この研修
で実際に被害者の体験講
話を聞いたり長崎の戦跡巡りをして当時
の状況を知り、今どれだけ自分が幸せな
のかが分かりました。戦争があったとい
うことだけでなく、その戦争の悲惨さを
伝えていくことが大切だと思います。 

　　　　　　　浦西中学校　比嘉　良太 

　私は、この中学生平和
交流団に参加して、被爆
者の話から原爆の恐ろし
さや、原爆投下時の様子
を学びました。核兵器は
一瞬にて全てを奪ってし
まう怖いものです。戦争を二度と起こさ
ないために、被爆者の方々が恐ろしさを
伝えていますが、被爆者の方は高齢化が
進んでいます。そのため、これからは私
たちが伝えていきたいと思います。 

　　　　　　浦西中学校　又吉　あかり 

　今回の研修で原爆のこ
とについて被爆者の方々
から話を聞いて、原爆が
恐ろしいものだと改めて
知ることができました。
また、原爆が長崎に落と
された真相なども聴けて本当に勉強にな
りました。 
　この事実が忘れられないためにも、こ
れからも、もっと平和について学んでい
きたいと思います。 

　　　　　　　仲西中学校　石垣　風海 

　私は、小・中学校で沖
縄戦について学んでいた
ので、よく分かっている
つもりでした。でも、今
回詳しく学ぶと、私の地
元である浦添が激戦地だ
ったということを初めて知りました。今
回の研修を通して沖縄戦について改めて
学び、長崎の原爆の恐ろしさも学びまし
た。これらをたくさんの人に伝えていき
たいです。 

　　　　　　　仲西中学校　上間　和希 

　私は、この平和交流団
の体験で、戦争の恐ろし
さ、平和の尊さについて
学ぶことができました。
地上戦、原子爆弾によっ
てたくさんの命が失われ、
たくさんの悲しみが生まれました。この
辛い出来事を風化させずにたくさんの人
に伝え、平和について考えていきたいで
す。 
　　　　　　　　 

　　　　　　港川中学校　伏見　萌生子 

　今回、原爆の悲惨さや
恐ろしさ、平和の尊さに
ついて深く学んでいく中
で、今もこの恐ろしい爆
弾・核兵器があることを
知り、とても悲しくなり
ました。そのような中で、今世界が核兵
器の恐ろしさや悲惨さに気づいているの
は、被爆者の思いや訴えがあるからだと
分かり、もっと戦争の悲惨さを伝えてい
くことが必要だと思いました。 

　　　　　　　港川中学校　下地　紀翠 

▲疎開体験者講話の様子 

▼轟の壕 

▲平和の礎 

▲延田シズエさん 

▲式典後に献花をしました 

　先の大戦で亡くなられたみ霊のご冥福と世界の恒久平和を 

祈念するため、下記のとおり行います。市民の皆さまの 

ご参加をお願いします。 

　　　　日　時：10月９日（火）午後２時開式 

　　　　場　所：浦和の塔（浦添城跡内） 

問い合わせ　福祉課　管理係　1８７６―１２３４ (内線3571・3572)

第66回浦添市戦没者追悼式 
 

平成24年度　浦添市中学生平和交流事業 平成24年度　浦添市中学生平和交流事業 

国際交流課　1８７６－１２３４（内線2611） 問い合わせ 

 


